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一級河川千代川土砂崩落よる被害状況について（第３報） 

※これは速報であり、数値等は今後変わることもある。 

 

１．本省及び地整等の体制について 
 

本     省  １／２５  ６：３０ 注意体制 
中国地方整備局  １／２５  ６：３０ 注意体制 

                    ７：３０「千代川河道閉塞支援対策本部」設置 
 
２．被害状況等 
  
 （１） 発生日時    平成１４年１月２５日 ４時１３分（現地の確認時刻） 

 （２） 発生場所    千代
せんだい

川（鳥取県八頭
や ず

郡智頭
ち づ

町市瀬
いちのせ

地区） 

 （３） 崩落状況    河川が埋塞 
              崩落土砂量：約２０万ｍ３ 

・川の縦断方向   約２００ｍ 
・川の横断方向   約 ５０ｍ 
・水面からの高さ  約 ２０ｍ 

 （４） 河川の状況   ・上流側ダムアップにより水位が上昇（排水作業等により現在は停滞中） 
・２６日からの降雨により水位が上昇中 

２８日７：００現在水位：１４０．８７ｍ 
                （参考）仮排水路敷高（１４２．００ｍ）まで１．１３ｍ 

ＪＲトンネル敷高（１４３．５０ｍ）まで２．６３ｍ 
集落護岸高（１４４．３０ｍ）まで３．４３ｍ 

 
 （５） 降雨の状況   ２６日１７：００～２８日７：００までの累積雨量 ５２mm 

 
 （６） 沿川道路の状況 一般国道５３号については、通常どおり通行中 

 
（７） 沿川鉄道の状況 ＪＲ因美線については、通常どおり運転中 
 
（８） 避難状況    智頭町より現場上流の家屋約３３戸に対して避難を呼びかけ 
 
（９） 一般被害    人的・物的被害なし 
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３．復旧等現地の対応状況 

 
  ・鳥取県による現地対策本部設置（２５日６：００） 
  ・鳥取大学 道上学長による現地調査（２５日１２：００～） 
  ・重機２０台により仮排水路（素掘り）作業開始【２６日１８：２０作業完了】 

・崩壊箇所上流中国電力取水口から取水（河川を締切り、本川からの流入量をカット：最大２０ 
ｍ３/Ｓ）し、下流から放流（２５日５：３０～） 

・国道５３号智頭トンネルの排水路を使って消防ポンプ（０．０３ｍ３/Ｓ）により排水作業を実施
中（２５日１９：００～） 

  ・ＪＲトンネル内に仮排水ホースを設置し、中国地方整備局の排水ポンプ車（０．５ｍ３/Ｓ×２台）
により排水作業を実施中（２５日２２：５０～） 

 
 
４．国土交通省の対応 

 
  ・排水ポンプ車３台（０．５ｍ３/Ｓ×２台、２．５ｍ３/Ｓ×１台）派遣 

・降雨に備え、中国地方整備局管内の排水ポンプ車を待機中 
・災害対策用ヘリコプターの派遣 
・衛星通信車、照明車及び災害対策車の派遣 

  ・鳥取工事事務所副所長を現地対策本部に派遣 
  ・鳥取工事事務所工務課長を鳥取県庁に派遣 
  ・国土技術政策総合研究所 寺田砂防研究室長を現地に派遣 
 

水位
警戒水位　TP139.1

1月25日
　18:00

1月27日
　16:00

TP140.87

TP144.3

TP142.5

排水管（閉塞）

約10m

堆積土砂 仮排水路造成

ＪＲトンネル

TP143.5

1月28日
　7:00 3.5m

大型土のう（設置予定）

コルゲートパイプ（径1m*2本）
（設置予定）

TP142.0

市瀬集落
（３３世帯）

左岸 右岸

排水ポンプ車
の排水ホース
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ＪＲ因美線 国
道

５３号
線

智頭トンネル

ＪＲトンネル

～災害対策支援機械設置位置図～

崩落事故発生箇所

中国電力用瀬発電所取水堰

市瀬地区

中
島

地
区

中国電力用瀬発電所取水トンネル

千代川

Ｎ

崩落土砂によるせき上げ範囲

P
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：排水ポンプ車（３台）

：照明車（８台）

30( m3/min)

30(m3/min)

：災害対策本部（市瀬地区公民館） 待機
（倉吉工事事務所）

P
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照

照
照 照 照

照
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至
津
山

通

災

：Ｋｕ-ＳＡＴ（５台）

：衛生通信車（１台）

：災害対策車（１台）

災

KU

KU 照P
（３３世帯）

いちのせ

Ｋｕ-ＳＡＴによる現地状況の送信

照明車による夜間作業の支援

排水ポンプ車による堰上げ水位の緩和

ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰによる現地調査

衛星通信車による現地状況の送信

排水ポンプ車による堰上げ水位の緩和

消
Ｐ ：消防ポンプ（１台）　2m3/min

消
Ｐ

25日10時40分
より稼動

25日22時50分
より稼動

25日18時00分より稼動

直轄
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